
計画地

①

②

③

④

⑤

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

２０～２５ｍ

【４０～５０ｍ】

１２ｍ 約２００ｍ 約２，５００㎡

８ｍ 約５１５ｍ 約４，５００㎡

街
区

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度
壁面の位置

の限度

街
区

建築面積

1 約２２，８００㎡  約５００戸

建築敷地面積

1 約４１，１００㎡

都市計画決定

地区名
容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

容積率の
最低限度

８００％ ７０％ ３００％

５００％ ４０％ ２００％

都市計画決定

（あかさか・ろっぽんぎ）

ＮＯ．１２　赤坂・六本木地区（組合施行）

１　計画の概要

港区赤坂一丁目及び六本木一丁目の各一部

計画の概要

歩車道を分離した道路等の都市基盤整備を図る。

災害に強い街づくりを行う。

周辺との調和を図る。

良好な環境を保っている高台地の保全を図り、地形を考慮して高台に住宅施設を建設し、放射１
号線に沿って業務施設を配置する。

新しいコミュニティ形成のため、計画地区の中央にオープンスペースを確保する。

地区面積 約５．６ha 構造
鉄骨コンクリート造、鉄骨造、

鉄骨鉄筋コンクリート造

整備済

港区道

地上３７階／地下６階　 最高１５５m（塔屋を含む）

２　都市計画の内容

赤坂・六本木地区第一種市街地再開発事業 約５．６ha

事務所、ホテル、
住宅、店舗

延べ面積 住宅建設の目標

公共施設の配置
及び規模

備考

道
路

放射１号線 約３１５ｍ 約７，４００㎡
【】内は全幅員

約６０％ 約７３０％ － －

約３５７，２００㎡ 約４８，５００㎡

建築敷地の整備

整備計画 備考

人工地盤等により有効空地を確保するとともに敷地
高低差を整備

建築物の整備

主要用途

1

昭和５４年１１月１０日  東京都告示第１２０４号

３　高度利用地区

面積 建築面積の最低限度

赤坂六本木地区
約４．３ｈａ

３００㎡
約１．３ｈａ

昭和５４年１１月１０日  東京都告示第１６９６号



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

年　　月　　日
昭和４５年度

昭和４６年度

昭和４６～４９年度

昭和５３年５月

昭和５３年１２月

昭和５４年７月

昭和５４年７月

昭和５４年８月

昭和５４年１１月１０日

昭和５４年１１月１０日

昭和５７年１０月６日

昭和５７年１１月２０日

昭和５８年７月１２日

昭和５８年８月２日

昭和５８年８月１３日

昭和５８年１１月１５日

昭和６０年１０月１日

昭和６０年１０月４日

昭和６０年１１月１１日

昭和６１年３月２６日

昭和６１年３月３１日

昭和６１年８月５日

４　事業計画の概要

約４１，１８６㎡ ５５％

約３６０，６０９㎡ ７３９％

用途

事務所棟
事務所、店舗、駐車場

住宅戸数 ４８１戸

(地上３７階／地下４階）

ホテル棟
ホテル、店舗、駐車場

（地上３６階/地下３階）

住宅Ａ棟
住宅、トランクルーム

（地上２５階/地下２階）

住宅Ｂ棟
住宅、トランクルーム

（地上２２階/地下２階）

住宅Ｃ棟
住宅

駐車場 １,１２７台

（地上６階/地下２階）

住宅Ｄ棟（駐車場）
駐車場

（地上１階/地下２階）

文化施設棟
ホール、駐車場

（地上４階/地下２階）

スタジオ棟
スタジオ

（地下１階～地下６階）

コミュニティ施設
集会所、備蓄倉庫

（地上１階）

昭和５７年１１月２０日　東京都告示第１１５１号
昭和５８年７月１２日　東京都告示第７１２号（変更）

昭和６０年１０月１日　東京都告示第１００８号（変更）
昭和６１年３月２６日　東京都告示第３１２号（変更）

約６８９億円

５　経緯

内　　　　　　　　　　　　　容

都、再開発地域の適地調査実施（７．５ｈａ）

港区、本地区の再開発基本計画作成

都、区共同で地元説明会開催、賛否両論で進展せず。

地元において準備組合結成

地元から再開発第一次案提示

行政から第一次案の修正案を提示

地元から修正案を第二次案として提示

都、区地元説明会及び相談所開設

都市計画決定

準備組合の中で部会別勉強会の開催

事業計画案を縦覧

赤坂・六本木地区市街地再開発組合設立認可・公告

定款、事業計画変更認可、公告

権利変換計画認可

権利変換期日

建築工事着工

定款事業計画変更認可

スタジオ棟完成

権利変換計画変更

事業計画変更認可公告

建築工事完了公告

組合解散認可



６　位置図

７　区域図



８　完成写真


